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　 　市政を問う  一般質問　

問 55 年前の 1970 年、昭和 45
年に、人類の進歩と調和を

テーマに、77 の国と地域が参加
して日本万国博覧会、大阪万博が
開催されました。その後も何度か
日本で開催されています。今回の
大阪・関西万博の現時点の状況は
どのようになっていますか。

答 2025 年日本国際博覧会、大
阪・関西万博は、2025 年

4 月 13 日から 10 月 13 日までの
184 日間、大阪市の夢洲で開催さ
れる予定となっています。テーマ
は「いのち輝く未来社会のデザイ

ン」とされていますが、展示内容
の詳細はまだ発表されていませ
ん。各国政府、国際機関が企画す
るパビリオンや、8 人のテーマプ
ロデューサーが企画するパビリオ
ンなどにおける展示、また、様々
な催事を通じて SDGs 達成への貢
献や日本の国家戦略、Society5.0
の実現を目指しているところで
す。現在、海外のパビリオン建設
に遅れが生じている等の報道があ
りますが、政府が主導して準備を
加速させていく考えが示されてい
ます。

問 加西市としての取組の状況
は。

答 万博は加西市の魅力を世界
に発信する貴重な機会と捉

え、会場内外で積極的に PR を行っ
ていきたいと考えています。 
　具体的には、兵庫県が実施す

る市町の日、リージョナルデーに
おいて、万博会場内の関西パビリ
オン兵庫県ゾーンや、兵庫県立美
術館で VR を活用した気球搭乗体
験、平和ツーリズムを促進する動
画の上映などを行う予定です。ま
た、兵庫県が進める兵庫フィール
ドパビリオンの SDGs 体験型地域
プログラムに、北条鉄道の気動車
運転体験をはじめ、鶉野フィール
ドミュージアムガイドツアーや日
本酒をテーマとした体験プログラ
ムが認定されています。 
　兵庫県とも連携し、万博来場者
を加西市に呼び込みたいと考えて
います。

■その他の質問項目
・	 インボイス制度について
・	 マイナンバーカードとマイナポ

イントについて
・	 加西インター産業団地について

問 設置の目的や方向性は。 

答 学校や児童生徒の思いを受
けて、登校できない状況を

可能な限り取り除き、自分のペー
スで登校できる場所として設置し
ました。別室登校と、教育センター
のふれあいホームの中間的な存在
と考えています。不登校支援の経
験のある支援員が常駐し、自主学
習の支援や相談などを行います。

問 開校までの経緯について。 

答 中学校校長会で協議した後、
不登校対策委員会を定期的

に開催して支援の在り方を検討し
ました。先進自治体を視察すると
ともに不登校生を対象にアンケー
トを実施し、これらを基に、9 月
4 日北条中学校内に開設しました。 
　駐車場から直接出入りできる場
所に部屋を設置し、個別スペース
や共有スペースなどを設けていま
す。8 月には不登校生や保護者に
案内し、8 月 25 日に市内教職員
を対象に見学会を開催しました。
8 月 28、29 日に生徒、保護者対
象の個別見学会、相談会を実施し
ています。

問 通室までの流れやフリース
クールの現状について。

答 通室に当たっては、本人や
保護者が教室を見学して説

明を受けます。体験入室の機会
も設け、それらを通して本人が希
望すれば正式入室の申込みとなり
ます。生徒たちは自分で決めた日

程で穏やかに過ごし、給食を食べ
ることができています。ふれあい
ホームとの併用を希望する生徒も
あります。見学希望の連絡も入っ
ており、今後、通室する不登校生
の増加も期待しています。

問 今後の展開について。 

答 通室生が話し合い、アイデ
アを出し合って教室環境を

つくり上げる中で、1 人でも多く
の不登校生に選ばれる場所を目指
したいと考えます。今年度中に 2
つ目の校内フリースクールを設置
する予定です。また、校内フリー
スクールの設置により、ふれあい
ホームの運営を見直し、小学校高
学年の不登校生の入室も相談可能
としています。小学生の不登校生
の支援場所の選択肢を増やすこと
にもつながっています。

佐伯　欣子  議員
（清流会・かさいを育む会）

校内フリースクール『あおば』の重要性

高見　博道  議員
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